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西村証券 企業調査情報                2026/04/15 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

日東精工（コード 5957） 
◆通期業績推移(連結) （26.12 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

16.12 26,299 2,598 40.6 9.0 2,582 848 ▲1,244 7,235 

17.12 30,074 2,658 42.5 9.0 2,069 ▲1,882 ▲1,697 5,857 

18.12 33,777 2,955 54.1 12.0 3,128 ▲1,527 ▲1,093 6,055 

19.12 34,857 2,596 52.1 12.0 2,633 476 ▲665 9,012 

20.12 32,904 1,303 20.8 8.5 3,368 ▲3,164 ▲871 8,299 

21.12 40,518 3,249 59.6 16.0 3,650 ▲993 ▲704 10,435 

22.12 44,021 2,931 49.5 16.0 999 ▲1,987 ▲1,301 8,305 

23.12 44,744 2,614 47.0 18.0 3,151 ▲1,187 ▲2,074 8,027 

24.12 47,069 3,326 60.2 19.5 3,707 ▲899 ▲1,426 9,604 

25.12 50,238 3,431 59.3 23.0 2,930 ▲2,732 ▲423 9,430 

26.12予 52,000 3,800 63.4 24.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

25/12 期はファスナー事業がけん引、26/12 期も増収増益見通し 

25 年 12 月期は、売上高が前年に比べて 7％

増、営業利益は 3％増となった。世界全体の EV

販売減速や米国関税の影響で産機事業が減収・

大幅減益となったのに対し、主力のファスナー

事業が大幅増収増益となり、全体の業績拡大を

けん引した。期初時点での予想値（売上高 501

億円、営業利益 36 億円）に対し、売上高では

上回ったものの、産機事業及び制御事業での減

益が響き、営業利益では未達となった。 

当期のキャッシュ・フロー（以下、CF）にお

いて、現金及び現金同等物の期末残高は 94 億

円（前年同期末比 2％減）となった。営業活動

CF は税金等調整前当期純利益 36 億円（前年比

4％増）、法人税等の支払額 11 億円（29％増）

などから 29 億円の収入（21％減）に。投資活動

CF は有形固定資産の取得による支出 17 億円

（86％増）、子会社株式の取得による支出 16 億

円（前年は無し）などから 27 億円の支出（204％

増）となった。財務活動 CF は長短借入金の借

入れ及び返済による差引収入額 4 億円（前年は

長短借入金の返済による支出 4 億円）、配当金

の支払額 7 億円（前年比 7％増）などから 4 億

円の支出（70％減）となった。 

25年12月期はファスナー事業が業績拡大をけん引 

 

CF で現金・現金同等物の期末残高は微減 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

25 年 12 月期において、セグメント別では、

まず、ファスナー事業が 371 億円（10％増）、営

業利益 23 億円（39％増）と大きく伸長した。ゲ

ーム機向け精密ねじや、国内自動車向けの

CASE 関連における ADAS（先進運転支援シス

テム）向け製品、AI 関連のデータセンター向け

製品が好調に推移。第 2 四半期（25 年 4～6 月）

から加わったインド子会社の貢献もあり、期初

見通し（売上高 356 億円、営業利益 17 億円）を

大幅に上回った。売上高営業利益率についても、

前年実績の 4.9％、当期予想の 4.7％を上回る

6.1％となった。 

一方、産機事業は売上高 63 億円（6％減）、営

業利益 8 億円（33％減）、制御事業も売上高 67

億円（同 0.4％減）、営業利益 5 億円（25％減）

で、ともに減収減益になった。産機事業では、主

力の自動車向けが EV 販売減速、米国関税の影

響で軟調に推移したほか、前年の大型設備受注

の反動も響いた。制御事業では、エネルギー・自

動車分野で前年の大型受注の反動が影響。売上

高営業利益率では産機事業が 12.1％（前年実績

17.2％、当期予想 20％）、制御事業が 7.5％（前

年実績 9.9％、当期予想 7.8％）に落ち込んだ。 

26 年 12 月期は、前年に比べ売上高で 4％増、

営業利益で 11％増の見通し。ファスナー事業で

は、データセンター向け及びゲーム機向けが堅

調に推移する見込みで、インド子会社による同

国市場の成長を取り込みつつ、海外子会社との

連携により欧州市場での販売拡大を図る。産機

事業では ADAS 関連の継続的な受注やインド

向けでの販売拡大が、また、制御事業では製薬

会社向けの大型システム製品の売上がそれぞれ

見込まれている。 

ファスナー事業が産機、制御両事業の不振をカバー 

26/12期もファスナー事業を軸に、増収増益見通し 
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